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授業改善のポイント 第６学年

目的や意図に応じて情報を収集し解釈する力を付ける

①長文を読む機会をもちましょう

山
本

ア
ラ
イ
グ
マ
は
、
ペ
ッ
ト
と
し
て
入
っ

て
き
た
の
で
す
か
。
他
に
そ
の
よ
う
な
動

物
は
い
ま
す
か
。

石
川

「
カ
ミ
ツ
キ
ガ
メ
」
も
ペ
ッ
ト
と
し
て

入
っ
て
き
ま
し
た
。
体
長
五
十
セ
ン
チ
ま

で
成
長
し
、
か
め
ば
、
人
間
の
指
を
骨
折

さ
せ
る
ほ
ど
危
険
な
動
物
で
す
。
こ
の
カ

メ
も
野
生
化
し
、
川
岸
が
立
ち
入
り
禁
止

に
な
る
場
合
も
あ
る
ほ
ど
で
す
。

お
祭
り
な
ど
で
よ
く
見
か
け
る
「
ミ
ド

リ
ガ
メ
」
も
外
来
種
で
す
。
正
式
に
は
、

「
ミ
シ
シ
ッ
ピ
ア
カ
ミ
ミ
ガ
メ
」
と
言
い

ま
す
。
一
九
五
〇
年
以
降
、
ア
メ
リ
カ
か

ら
ペ
ッ
ト
と
し
て
輸
入
さ
れ
た
も
の
で
す
。

や
は
り
、
捨
て
ら
れ
て
野
生
化
し
て
い
る

生
き
物
で
す
。

山
本

ミ
ド
リ
ガ
メ
も
外
来
種
と
は
、
驚
き
ま

し
た
。

石
川

虫
に
も
外
来
種
が
い
ま
す
。
「
セ
イ
ヨ

ウ
オ
オ
マ
ル
ハ
ナ
バ
チ
」
と
い
う
ハ
チ
も

外
来
種
で
す
。
こ
の
ハ
チ
は
、
ト
マ
ト
や

ナ
ス
の
ハ
ウ
ス
栽
培
で
、
受
粉
を
助
け
る

た
め
に
、
外
国
か
ら
輸
入
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
ハ
チ
が
花
粉
を
つ
け
て
く
れ
る
の
で
、

こ
れ
ま
で
人
間
の
手
で
や
っ
て
い
た
仕
事

も
な
く
な
り
、
農
家
の
み
な
さ
ん
は
、
本

当
に
助
か
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

し
か
し
、
セ
イ
ヨ
ウ
オ
オ
マ
ル
ハ
ナ
バ

チ
が
に
げ
て
野
生
化
す
る
と
、
え
さ
や
、

巣
を
取
り
合
っ
た
り
す
る
こ
と
に
よ
り
、

そ
れ
ま
で
い
た
在
来
種
の
マ
ル
ハ
ナ
バ
チ

が
住
み
か
を
失
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
外

国
か
ら
連
れ
て
こ
ら
れ
た
ハ
チ
は
大
き
い

の
で
、
体
の
小
さ
い
日
本
の
ハ
チ
は
、
追

い
は
ら
わ
れ
て
し
ま
う
の
で
す
。

まず、「何が書いてあるか」の大体を読ませます。

次に、「外来種」というキーワードが「 」に入っていることを

確認し読ませます。（この時に、キーワードを円で囲んだり、線を引

かせたりすると、子どもの目に入りやすくなります。）

最後に、このキーワードを吟味します。

本調査では、「ミドリガメ」は、別名「ミシシッピアカミミガメ」

という内容を理解しないとミドリガメを２種類の外来種と数えてし

まい、外来種の数を正確に数えられないようになっています。

各学力検査や学力調査、センター入試などにもこの長文傾向は続

いています。日頃から、長文に慣れさせましょう。

②非連続型テキストを読ませましょう

水生生物では、外来種のしめる割合が

年々増えているんだなあ。
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外来種を駆除すると、在来種が

増えるんだな。

③情報を解釈させましょう ～どういう目的で何を探すかを明確に読むと解釈せざるを得なくなる～

カ

あ
る
市
の
ア
ラ
イ
グ
マ
捕
か
く
調
査
か
ら

人
里
に
下
り
て
き
て
農
作
物
を
荒
ら
す
と
言
わ

れ
て
い
た
ア
ラ
イ
グ
マ
を
、
市
民
の
税
金
を
使
っ

て
捕
か
く
し
、
実
態
調
査
を
実
施
し
た
。

今
後
、
こ
の
県
内
に
い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
四

〇
〇
〇
頭
の
ア
ラ
イ
グ
マ
を
す
べ
て
捕
か
く
す
る

計
画
も
あ
る
。

農
作
物
の
被
害
は
減
っ
て
い
る
。

ク

小
笠
原
の
作
戦

小
笠
原
諸
島
で
は
、
海
に
よ
っ
て
へ
だ
て
ら
れ

た
小
さ
な
島
に
お
い
て
、
独
自
の
進
化
を
と
げ
た

多
く
の
在
来
種
を
保
護
す
る
た
め
に
、
上
陸
す
る

人
に
、
く
つ
の
底
の
土
や
バ
ッ
グ
の
ポ
ケ
ッ
ト
、

衣
服
に
植
物
の
種
が
付
い
て
い
な
い
か
を
確
認
し

外
来
種
を
持
ち
こ
ま
な
い
よ
う
に
さ
せ
て
い
る
。

結
果
、
小
笠
原
で
は
、
外
来
種
と
の
混
血
が
進

ま
ず
、
在
来
種
に
よ
る
自
然
が
保
た
れ
て
い
る
。

オ

「
ト
ン
ボ
池
」
づ
く
り
で

在
来
種
の
生
き
る
場
所
を
復
元
す
る

ざ

い
ら

い
し
ゅ

全
国
で
す
で
に
四
〇
か
所
近
く
在
来

種
を
保
護
す
る
ト
ン
ボ
池
が
整
備
さ
れ

て
い
る
。

昔
の
子
ど
も
た
ち
が
親
し
ん
だ
水
辺

を
復
元
し
、
水
田
や
湿
地
を
再
現
し
、

水
生
生
物
を
植
え
た
ら
、
二
十
二
種
類

の
ト
ン
ボ
が
飛
来
し
た
。

少
し
時
間
は
か
か
る
が
、
地
域
や
学

校
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
協
力
し
市
民
ぐ
る
み
の

活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
。

「
在
来
種
を
保
護
す
る
」
資
料
を
探
す
。
文
章
中
に

そ
れ
に
近
い
キ
ー
ワ
ー
ド
が
必
ず
あ
り
ま
す
。

探
し
て
い
る
キ
ー
ワ
ー
ド
や
大
事
な
部
分

を
、
囲
ん
だ
り
線
を
引
い
た
り
し
ま
す
。

変化に

着目！！
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動
物
名

来
た
理
由

外
来
種
が
引
き
起
こ
す

問
題

ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス

つ
り
を
楽
し

在
来
種
を
食
べ
る
。

む
た
め
。

ア
ラ
イ
グ
マ

ペ
ッ
ト
と
し

家
畜
を
お
そ
っ
て
い

て
飼
う
た
め
。

る
。農

作
物
を
食
べ
る
。

セ
イ
ヨ
ウ

Ａ

Ｂ

オ
オ

マ
ル
ハ
ナ
バ
チ

本調査では、「マトリクス」という「分類」・「整理」・「比較」

をするための思考ツールを使いましたが、他にも、昨年度調

査の「ベン図」（比較）や、「マップ」（関連付ける）、「チャー

ト」（分類）、「ボーン図・くま手図」（多面的に見る）、ピラミ

トチャート（構造化）など、様々な思考ツールがあります。

今回のマトリクスは、「来た理由」と「外来種が引き起こす

問題」という「観点」で、それぞれの「動物」を比較するた

めに使用しました。

「ベン図」は、それぞれの観点の共通点を、明確に捉える

ことができます。思考ツールには、その思考させたい内容に

合った使い方があります。

子どもに「情報を整理・分類する力」を付けさせるために、

思考ツールは有効な手立てです。

マトリクスを使うことにより、観点で、

比較するものを観ることになり、それぞ

れの差異が明確になります。

情報を整理・分類する力を付ける

思考ツールを使って整理させましょう～マトリクス～

比較する観点

（本調査では、「外来

種が来た理由」と「外

来種が引き起こす問

題」。）

比較するもの

（本調査では、「外来

種の動物」。）
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①

「
外
来
種
を
駆
除
す
る
」

め

か
、「
在
来
種
を
保
護
す
る
」

始

の
ど
ち
ら
か
の
立
場
の
表
明

わ
た
し
は
、
～
と
考
え
ま
す
。

②

【
資
料
一
】
か
ら

資
料

資
料
□
に
よ
る
と
、
～

資
料
□
に
あ
る
よ
う
に
、
～

中

③

【
資
料
二
】
か
ら

資
料

資
料
□
に
よ
る
と
、
～

資
料
□
に
あ
る
よ
う
に
、
～

り

④

あ
な
た
の
考
え

わ終

こ
の
よ
う
に
、
～

以
上
の
こ
と
か
ら
、
～

【引用】
自分の意見を強く裏付けるために、

文章中に資料の言葉を正確に引用し、
根拠にします。

【数値】

自分の意見を強く裏付けるため

に、具体的な数値を根拠にします。

「
始
め
」
は
、
立
場
の
表
明
で
す
。

簡
単
に
、
自
分
が
ど
う
い
う
意
見
を
も
っ
て
い
る
の
か
、

読
み
手
に
知
ら
せ
ま
す
。

【
双
括
型
】

「
終
わ
り
」
は
、
「
始
め
」
の
コ
ピ
ー
で
は
、
あ
り
ま
せ
ん
。
「
中
」
で
述

べ
た
根
拠
（
こ
れ
を
短
く
要
約
し
た
も
の
）
と
つ
な
げ
て
、
自
分
の
意
見
を

述
べ
、
読
み
手
に
、
自
分
の
伝
え
た
い
こ
と
を
畳
み
掛
け
ま
す
。

自分の考えを畳み掛ける双括型の構成で書かせましょう

わ
た
し
は
、
在
来
種
を
保
護
す
る
べ
き
だ
と
考

ま
す
。

資
料
ア
に
よ
る
と
、
横
浜
市
の
水
生
生
物
の
中

外
来
種
の
し
め
る
割
合
は
、
年
々
増
加
し
て
い
て

二
〇
一
一
年
に
は
、
十
四
パ
ー
セ
ン
ト
に
な
っ
て

ま
す
。
外
来
種
の
し
め
る
割
合
が
増
え
て
い
る
と

う
こ
と
は
、
在
来
種
の
し
め
る
割
合
が
減
っ
て
い

と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
の
ま
ま
で
は
、
外
来
種
が

増
え
、
在
来
種
が
減
っ
て
い
き
ま
す
。
で
す
か
ら
、

来
種
か
ら
在
来
種
を
守
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

せ
ん
。

資
料
ク
に
よ
る
と
、
小
笠
原
諸
島
で
は
、
く
つ

底
の
土
や
バ
ッ
ク
の
ポ
ケ
ッ
ト
、
衣
類
に
植
物
の

が
つ
い
て
い
る
か
ど
う
か
確
認
し
て
上
陸
さ
せ
て

る
そ
う
で
す
。
外
来
種
を
持
ち
こ
ま
な
い
こ
と
が

在
来
種
を
外
来
種
か
ら
守
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と

考
え
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
外
来
種
を
日
本
に
持
ち
こ
ま
せ

な
い
こ
と
で
、
在
来
種
を
保
護
し
て
い
く
べ
き
だ

と
考
え
ま
す
。

説得力のある文章を書く力を付ける

頭括型は、相手に結論を先に述べ、あらかじめ視点をもって読んでもらえます。（新聞など）

尾括型は、理由を列挙した後に、結論を述べるので、考えを推測しながら読んでもらえます。


